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市の花　平戸つつじ
[ツツジ科ツツジ属]
説明　平戸つつじは平戸原産とされ、
全国的にも有名で、大輪種の総称とな
っています。約350種類以上に分類
され、生命力が強く、花が葉を隠さん
ばかりに華やかな花を咲かせます。
庭園や公園などに広く栽培されていて
まさに観光都市平戸を象徴するにふさ
わしい花です。

市の木　　　マ　キ
[マキ科マキ属]
説明　平戸城そばの亀岡公園にある
マキ並木は樹齢400年で、昭和29年に
県の天然記念物に指定されています。
平戸は特にイヌマキがよく生育する土
地で、市のいたるところで大木が見ら
れ歴史のまち平戸にふさわしい木です。

市の花木　やぶ椿
[つばき科つばき属]
説明　本市の山野に数多く自生または植
栽されて親しまれてきた花木です。
また、生垣、庭木防風林、鳥媒花として
風致にすぐれた情緒豊かで、歴史あるロ
マンの島平戸にふさわしい花木です。

平 戸 市 民 憲 章

  豊かな自然と歴史の中にはぐくまれ、伝統文化と歴史的遺産を大切にし、

勤労を愛してきたわたくしたち平戸市民は、郷土の限りない発展と平和を

願い、大きな誇りを持ってこの憲章を定めます。

１．　かけがえのない自然を愛し、美しいまちをつくりましょう。

１．　きまりを守り、力を合わせ、明るいまちをつくりましょう。

１．　健全な心とからだを育て、元気なまちをつくりましょう。

１．　仕事にはげみ、常に向上心を持ち、豊かなまちをつくりましょう。

１．　教養と文化をたかめ、伸びゆくまちをつくりましょう。

                                                      （平成18年5月20日制定）



は じ め に 

 

 

  近年、社会経済のめざましい発展により地域住民のニーズも複雑多様化

してまいりました。 

  こうした社会情勢の中、安全で安心して住める地域社会づくりのために

努力しているところであり、１本部１署４出張所、職員数78名で、消防防

災行政を担っております。 

このような中、市民の消防に対する期待と信頼に的確に応えるため、救

急救命士の養成等救急業務の高度化を図り、医療機関との連携、市民に対

する応急手当の普及、救助業務の充実、消防防災施設の充実強化、並びに

火災予防の啓発に努めてまいります。 

  この年報は、平戸市消防本部における消防の現勢及び平成30年中の消

防業務全般について収録し、今後の消防行政に資するとともに消防事情

を紹介するため編集したものです。 

  なお、この編集資料は暦年で、予算関係が伴うものについては会計年

度で収録し、必要により収録期日を明示しています。 

 

     令和元年８月 

 

 

                                     平 戸 市 消 防 本 部 
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地  勢 

本市は、九州の西、長崎県の北西端に位置し、平戸島、生月島、大島、度島、高島の有人島

及び九州本土北西部の沿岸部に位置する田平と周辺の多数の島々で構成されています。 

平戸島は、田平と平戸大橋により、生月島は、平戸島と生月大橋で結ばれています。大島、

度島、高島は離島であり、交通手段が船舶のみです。 

面積は 235.09kｍ２ ※で、山は、安満岳の 514.2ｍ 
※が最も高く、河川は、総じて短小で、神

曽根川の 4.68 ㎞ 
※が最長です。平坦地は少なく、起伏の多い地形で、海岸線は各所に岬が突出

し、断崖などの自然景観が美しく、川内峠や塩俵断崖など本市の約 20％が西海国立公園に指定

されています。 

また、入り組んだ海岸線を持っているため、湾が多く、地方港湾は平戸港をはじめ 6 港、56

条港湾が紐差港をはじめ７港、漁港は大小 33 港にも及んでおり、日本有数の漁港数を有してい

ます。 

気候は、周囲のほとんどが海に囲まれており、対馬暖流と季節風の影響を受け、海洋性の温

暖な気候で、通年の平均気温は 16～17℃、年間平均降水量は 2,000mm 前後です。 

 

 ※ 平成 29 年版平戸市主要統計指標の数値 

  

                                                              平成 31 年４月 1 日現在 

世  帯  数 １３，９７９ 世帯 

人      口 ３１，２２３ 人  
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消 防 沿 革 の 概 要 

年  月 事            項 

明治１０年  ４月  平戸に私設消防組が柄長組として発足 

明治２０年  ４月  火消組と改名される。 

明治２７年  ８月  私設平戸町消防組 

明治４４年  ６月  私設平戸村田助浦消防組 

大正  ８年（推）  私設上下中津良消防組 

  私設猪渡谷消防組 

  私設堤消防組 

大正 ９年  ４月  私設平戸村薄香浦消防組 

大正 ９年  ７月  私設宝亀消防組 

  私設木ヶ津消防組 

大正１０年  ２月  私設津吉消防組 

  私設古田消防組 

大正１１年  ５月  私設紐差消防組 

大正１４年  ７月  私設川内浦消防組 

大正１４年（推）  私設度島消防組 

昭和 ２年  １月  私設平戸町白浜消防組 

不    詳  私設獅子消防組 

不    詳  私設根獅子消防組 

不    詳  私設志々伎岡消防組 

昭和 ５年  １月  公設中野村消防組発足 

６月  公設紐差村消防組発足 

昭和 ７年  ６月  公設平戸町消防組発足 

（推）  公設津吉村消防組発足 

（推）  公設志々伎村消防組発足 

（推）  公設中津良村消防組発足 

昭和 ９年  ５月  公設獅子村消防組発足 

昭和１４年  ４月  上記各消防組は警防団令施行により各警防団となり防空の任務 

  が加わった。 

昭和２２年１０月  勅令消防団施行により警防団を解団し各消防団となった。 

昭和２３年  ３月  消防組織法の施行により、勅令消防団を廃止 

昭和３０年  １月  １町６ヶ村合併平戸市となった。 

  市制施行により各消防団の町村名を除き平戸市を冠称した。 

昭和３１年  ８月  平戸市消防団発足 

昭和３８年  １月  平戸市消防団 １団２８ヶ分団 １,１３４名となる。 

昭和４６年  ４月  平戸市消防本部、消防署設置 

  初代消防長 橋口善治 就任（署長兼務） 

  消防職員 ３０名採用 

  消防学校第９期初任科 １３名入校 

  水槽付ポンプ自動車 １台購入 

  救急車１台日本自動車工業会より寄贈を受ける。 

６月  分団統合により１９ヶ分団 ７５５名となる。 

８月  消防学校第１０期 初任科 １２名入校 

１２月  消防ポンプ自動車 １台購入 

  小型動力ポンプ付積載車 １台購入 

 防火水槽 ５基新設 

昭和４７年  ２月 消防本部、消防署庁舎落成、移転 

３月  消防大学校（上幹２）１名入校 
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年  月 事            項 

昭和４７年  ４月 消防長兼消防署長 橋口善治 転任 

  消防長兼消防署長 下川 勇 就任 

  消防本部指令車購入 

  消防通信一斉指令台設置 

  無線電話設置 

１０月  消防副士長 ６名 昇任 

  防火水槽 ７基新設 

  小型動力ポンプ ４台購入 消防団へ配置 

昭和４８年  ４月  消防士長 ３名 昇任 

  消防副士長 ３名 昇任 

  消防工具車 １台購入 

  小型動力ポンプ ３台購入 消防団へ配置 

  ヘリポ－ト新設（南部 鮎川町） 

昭和４９年  ３月  生月出張所設置のため生月消防事務委託について市議会議決 

４月  救急車１台 日本船舶振興会より寄贈を受ける。 

１１月  消防学校第１９期初任科 １０名入校 

１２月  屈折梯子付消防ポンプ自動車 １台購入 

昭和５０年  ３月  防火水槽 ６基新設 

  ヘリポ－ト新設（度島町） 

  小型動力ポンプ ２台購入 消防団へ配置 

４月  消防職員 １０名採用 

  平戸市消防署生月出張所開所 

５月  消防長兼消防署長 下川勇 退職 

６月  消防長事務取扱 平戸市助役 酒井勝一 就任 

  消防署長 三輪宇三郎 昇任 

１０月  消防士長 １名 昇任 

  消防副士長 ２名 昇任 

  小型動力ポンプ １台購入 消防団へ配置 

  消防ポンプ積載車 １台購入 消防団へ配置 

  防火水槽 ５基新設 

昭和５１年  ９月  小型動力ポンプ ２台購入 消防団へ配置 

  防火水槽 ６基新設 

  屈折梯子付消防ポンプ自動車、工具車、広報車へ無線電話設置 

１０月  消防長事務取扱 平戸市助役 酒井勝一 退任 

  消防長 三輪宇三郎 就任（署長兼務） 

昭和５２年  ９月  防火水槽 ６基新設 

  小型動力ポンプ付積載車 １台購入 消防団へ配置 

  消防格納庫 ２棟新設（野子、飯良） 

１２月  消防士長 ３名 昇任 

  消防副士長 ５名 昇任 

昭和５３年  １月  消防格納庫 １棟新設（幸の浦） 

３月  木引田町味のタウン建物大火災１６世帯全焼 

６月  豪雨により大久保町地すべり災害発生（死者４名） 

９月  防火水槽 ６基新設 

  小型動力ポンプ積載車 ２台購入 消防団へ配置 

昭和５４年  １月  消防大学校（救急科）１名入校 

２月  小型動力ポンプ付積載車 １台購入 消防団へ配置 

７月  防火管理者講習会開催 

  防火水槽   ７基新設 
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年    月 事            項 

昭和５４年 ８月  消防格納庫 １棟新設（魚の棚） 

９月  小型動力ポンプ積載車 ２台購入 消防団へ配置 

  消防格納庫 ２棟新設（田助、木場） 

  消防ポンプ自動車 ２台購入 消防団へ配置 

  同自動車へ無線電話設置 

昭和５５年  １月  消防大学校（救急科）１名入校 

  消防格納庫 ２棟新設 （敷佐、白浜） 

３月  消防長兼消防署長 三輪宇三郎 退職 

４月  消防長兼消防署長 西山忠義 就任 

  消防士長 ２名 昇任 

  消防副士長 ５名 昇任 

５月  消防職員 １名採用 

６月  分団編成替えにより２１ヶ分団とする。 

８月  小型動力ポンプ付積載車 ２台購入 消防団へ配置 

  小型動力ポンプ付積載車 １台購入 （本署）  

  崎方公園地すべり災害発生 災害対策本部設置 

  消防機関警戒態勢をとる。 

１０月  防火水槽 ４基新設 

１２月  消防団総合演習（１～３日） 

 指令車 １台購入（本部） 

昭和５６年  ３月  消防格納庫 ３棟新設（飯盛、薄香、川内） 

  防火水槽 ６基新設 

４月  消防副士長 ４名 昇任 

８月  小型動力ポンプ付積載車 ３台購入 消防団へ配置 

１０月  防火水槽 ６基新設 

  救急車 １台日本消防協会より寄贈を受ける。 

  車庫増設（庁舎横） 

１１月  消防団総合演習（２６～２７日） 

昭和５７年  １月  小型動力ポンプ付積載車 １台購入 消防団へ配置 

２月  消防格納庫 ２棟新設（下中津良、猪渡谷）  

３月  防火水槽 ６基新設 

４月  県下消防職員意見発表会（平戸） 

６月  屈折梯子付消防ポンプ自動車オーバーホール入り（大阪森田ポンプ） 

７月  防火管理者講習会（１４・１５日） 

  九州地区消防救助技術指導会 ２名出場（長崎市） 

８月  小型動力ポンプ付積載車 ３台購入 消防団へ配置  

９月  消防ポンプ自動車 １台購入 消防団へ配置 

１０月  消防団員の定員条例改正に伴い６７０人となる。 

１１月  小型動力ポンプ １台日本損害保険協会より寄贈を受ける。 

１２月  防火水槽 ２基新設 

昭和５８年  １月  防火水槽 １基新設 

２月  消防司令補 ２名 昇任 

  八市正副団長会開催（平戸） 

  防火水槽 ６基新設 

３月 消防格納庫 ３棟新設（潮の浦、大川原、宝亀） 

４月 消防職員  １名採用 

 消防格納庫 １棟新設（中野） 

６月 消防職員  １名採用 
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年  月 事            項 

昭和５８年 ６月  消防団長 木下吉太郎 退団 

７月  消防団長 金子俊男 就任 

９月  長崎県消防ポンプ操法大会  第１６分団出場 

  消防職員 １名採用 

１０月  消防司令補 １名 昇任 

  消防副士長 １名 昇任 

１１月  消防相互応援協定訓練実施（平戸） 

  小型動力ポンプ付積載車 １台購入 消防団へ配置 

  小型動力ポンプ積載車 １台購入 消防団へ配置 

  小型動力ポンプ １台購入 消防団へ配置 

  消防団連合演習 

１２月         工作車 １台購入（本署） 

  防火水槽 ５基新設 

昭和５９年  ２月         防火水槽 ２基新設 

３月  消防長兼消防署長 西山忠義 退職 

４月  消防長事務取扱者 岩崎久幸 就任 

  消防署長 山西琢磨 就任 

  消防職員 １２名採用 

  消防学校第２９期初任科 １２名入校 

  消防士長  ３名 昇任 

５月  県消防長会警防担当課長会（平戸） 

７月  小型動力ポンプ １台購入 消防団へ配置 

９月  水槽付消防ポンプ自動車 １台購入（中津良出張所） 

  平戸市消防署中津良出張所庁舎落成 

１０月  平戸市消防署中津良出張所開所 

  消防司令補 ２名 消防士長 ２名 昇任 

１１月  防火水槽 ５基新設 

  無線電話機（固定、移動）各１台購入 

  防火広報車 １台日本防火協会より寄贈を受ける。 

  消防大学校（上級幹部科）１名入校 

１２月  消防団連合演習（２７～３０日） 

昭和６０年  １月         署内対抗消防ポンプ自動車操法大会 

６月         救急車 １台日本損害保険協会より寄贈を受ける。 

７月  消防副士長  ９名 昇任 

１０月  九州地区消防救助技術指導会 ３名出場（大分市） 

  水槽付消防ポンプ自動車 １台購入（本署） 

  消防長事務取扱者 岩崎久幸 退任 

１１月  消防長  山西琢磨 就任（署長兼務） 

  防火水槽 ４基新設 

昭和６１年  ２月  消防団連合演習（２６～２８日） 

５月  防火水槽 １基新設 

   ７月  第３９回長崎県消防団大会（平戸） 

  消防格納庫 １棟新設（大志々伎） 

  小型動力ポンプ付積載車 １台購入 消防団へ配置 

 長崎県消防長会予防事務研修会（平戸） 

８月 九州地区消防救助技術指導会 ３名出場（熊本市） 

  長崎県消防長会予防担当課長会議（平戸） 

  小型動力ポンプ付積載車 １台購入 消防団へ配置 
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年  月 事            項 

昭和６１年 ９月  小型動力ポンプ積載車 １台購入 消防団へ配置 

１０月  防火水槽 ４基新設 

１１月  防火水槽 １基新設 

  救急指令装置Ⅰ型設置（本署通信室） 

１２月  消防団連合演習（２８・２９・１２月１日） 

昭和６２年  ２月  防火水槽 ２基新設 

  小型動力ポンプ付積載車 １台購入 消防団へ配置 

  救急車 １台日本自動車工業会より寄贈を受ける。（生月） 

  長崎県下消防吏員統一昇任試験（司令補・士長） 

４月  消防職員 ２名採用 

  消防司令補 ２名 昇任 

  消防士長 ４名 昇任 

７月  九州地区消防救助技術指導会 ５名出場（佐賀市） 

  広報車 １台購入 

  救急車 １台 日本消防協会より寄贈を受ける。 

  防火管理者講習会（４・５日） 

９月  台風１２号による災害で被害続出 

  小型動力ポンプ積載車 １台購入 消防団へ配置 

１０月  防火水槽 ５基新設 

  １１９番の日設定  

１１月  消防団連合演習 

１２月  小型動力ポンプ積載車 １台購入 消防団へ配置 

昭和６３年  ３月  本署訓練主塔（１７ｍ）新設・空気充填所新設  

  消防格納庫 １棟新設（前津吉） 

  防火水槽 １基新設 消火栓（３００ｍｍ２口）１基新設 

  消防長兼署長  山西琢磨 退職 

４月  消防長兼署長  阿部善次 就任 

  救急業務応援協定締結 

５月  消防大学校（上級幹部科）１名入校 

    指令車 １台購入（本部） 

  レサシアン（成人用）１具長崎県救急医療財団より寄贈を受ける。 

６月  B 型肝炎感染防止対策ワクチン接種（全隊員） 

７月  九州地区消防救助技術指導会 ３名出場（鹿児島市） 

８月            長崎県下署長会議開催（平戸） 

  防火管理者講習会（３・４日） 

  小型動力ポンプ・小型動力ポンプ積載車 各１台購入 消防団へ配置 

９月  防火水槽 ３基新設 

  集団事故想定訓練（中部地区） 

１１月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－１型）１台購入（本署） 

  本署訓練補助塔（７ｍ）新設 

１２月 第１回平戸市婦人･幼年防火の集い（文化センター） 

昭和６４年 １月 消防士長  １名 昇任 

平成  元年 ３月 小型動力ポンプ積載車 １台購入 消防団へ配置 

 防火水槽 ２基新設 消防格納庫 １棟新設 （津吉） 

 消防無線通信施設整備工事（屏風岳中継局新設、本署更新、上床更新） 

５月  長崎県消防長会総務担当課長会議（平戸） 

７月  九州地区消防救助技術指導会 ３名出場（長崎市） 

  防火管理者講習会（２６・２７日） 
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年  月 事            項 

平成  元年 ８月            査察車１台日本消防協会共済事業により寄贈を受ける。 

  小型動力ポンプ・小型動力ポンプ付積載車 各１台購入 消防団へ配置 

 消防大学校（予防科）１名入校 

 消防団活性化ソフトボール大会   

 防火水槽 ２基新設 

９月  集団事故想定訓練（南部地区） 

  消防ラッパ隊発足 

１０月  消防格納庫 １棟新設（度島） 

１１月  長崎県婦人、幼少年防火の集い（文化センター） 

  消火栓 ３基新設 

平成  ２年  ２月  長崎県下消防吏員統一昇任試験（消防司令補・消防士長） 

  防火水槽 ５基新設（４基は防災まちづくり事業） 

３月  小型動力ポンプ積載車 １台購入 消防団へ配置 

  平戸市消防団へ消防庁長官表彰旗受賞 

４月  消防司令 １名  消防司令補 ３名  消防士長 ５名 

  消防副士長 ３名 昇任 消防職員 １名 採用 

  消防本部事務室改装 

５月  消防大学校警防科 １名入校 

６月  消防音楽隊発足 

  防火管理者講習会（２６・２７日） 

７月  消防監 １名 昇任 

  小型動力ポンプ １台購入 消防団へ配置 

８月            消防団活性化ソフトボール大会 

９月  集団事故想定訓練（北部地区） 

  八市正副団長会（平戸） 

  消防司令長 １名 昇任 

１０月  九州地区消防駅伝大会 ８名出場（熊本市） 

  消防大学校救急科 １名入校 

  消防団拠点施設新築 

１１月  超短波無線電話器  ２１台購入 

平成  ３年  ２月  小型動力ポンプ積載車 １台購入 消防団へ配置 

  小型動力ポンプ積載車 １台購入 消防団へ配置 

３月  防火水槽 ６基新設  

  消防司令 １名 昇任 

４月  長崎県下春季消防長会総会（平戸） 

  消防大学校警防科 １名入校 

６月  平戸市総合防災訓練（岩の上町白浜埋立地） 

７月  防火管理者講習会（３０・３１日） 

 救助資器材購入（本署） 

 九州地区消防救助技術指導会 ３名出場（北九州市） 

８月 消防団活性化ソフトボール大会 

９月   はしご付消防ポンプ自動車購入（本署へ配置） 

            消防大学校予防科 １名入校 

   集団事故想定訓練（生月町） 

１０月  平戸市消防本部創立２０周年式典（平戸文化センター） 

１１月  第１回自衛消防隊初期消火操法大会 

平成  ４年  １月  消防士長 ４名 昇任 

３月  防火水槽 ６基新設 
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年  月 事            項 

平成  ４年 ３月   消防長兼署長  阿部善次 退職 

４月  消防長兼署長  鴨川健次郎 就任 

  消防司令 １名 昇任 

  消防職員 １名採用 

５月  消防大学校上級幹部科 １名入校 

  長崎県総合防災訓練参加（松浦市） 

７月  防火管理者講習会 

  緊急通報システム開通 

  九州地区消防救助技術指導会   ６名出場（人吉市） 

９月  軽可搬消防ポンプ  ３台配置（日本消防協会より寄贈） 

  集団事故想定訓練（中部地区） 

  署内分隊対抗駅伝大会 

１０月  小型動力ポンプ積載車 １台購入 消防団へ配置 

  消防ポンプ自動車 １台購入 消防団へ配置 

１１月  九州地区消防職員駅伝大会 出場 

１２月  消防動力ポンプ １台購入 消防団へ配置 

平成  ５年  ２月  長崎県下消防吏員統一昇任試験（消防司令補・消防士長） 

３月  防火水槽５基新設・第１０分団２部格納庫新設  

４月  消防司令補 １名 消防士長 ４名 消防副士長 ４名 昇任 

５月  平戸市総合防災訓練（宝亀町港湾埋立地） 

７月  防火管理者講習会 

  九州地区消防救助技術指導会 ３名出場（大分市） 

８月            小型動力ポンプ 1 台購入 消防団へ配置 

９月  集団事故想定訓練（南部地区） 

  署内対抗駅伝大会 

１０月  消防大学校予防科 １名入校 

  消防士長 ３名 昇任 

  消防ポンプ自動車 1 台購入 消防団へ配置 

  小型動力ポンプ積載車 1 台購入 消防団へ配置 

１１月  応急処置等の範囲拡大に伴う救急資器材購入（本署） 

  九州地区消防職員駅伝大会 出場 

１２月  防火水槽 ３基新設 

平成  ６年  1 月  消防司令補 ３名 昇任 

  防火水槽 ２基新設 

３月  消防格納庫 １棟新設（高越） 

４月  消防職員 ２名採用 

  消防副士長 ６名 昇任 

 消防大学校救助科 1 名入校 

５月 第４７回長崎県消防団大会（平戸） 

７月 防火管理者講習会 

 九州地区消防救助技術指導大会 ６名出場（沖縄市） 

 応急処置等の範囲拡大に伴う救急資器材購入（中津良出張所） 

９月 集団事故想定訓練（北部地区） 

１１月 小型動力ポンプ ２台購入 消防団へ配置 

 消防ポンプ自動車 1 台購入 消防団へ配置 

  小型動力ポンプ自動車 １台購入 消防団へ配置 

 防火水槽 ３基新設 

 長崎県消防長会 警防担当課長会議（平戸） 
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年  月 事            項 

平成  ７年  ２月  小型動力ポンプ積載車 ２台購入 消防団へ配置 

３月  消防長兼署長 鴨川健次郎 退職 

４月  消防長 小西謙持 就任 

  消防司令長 ３名 消防司令 ２名 消防司令補 １名 昇任 

  消防署長 山口和夫 就任 

７月  防火管理者講習会 

  九州地区消防技術指導大会 ４名出場（佐賀市） 

８月  平戸市総合防災訓練（志々伎町港湾埋立地） 

  小型動力ポンプ積載車 ２台購入 消防団へ配置 

１０月  署内分隊対抗駅伝大会 

  消防ポンプ自動車 １台購入 消防団へ配置 

  小型動力ポンプ積載車 １台購入 消防団へ配置 

１１月  長崎婦人、幼少年防火の集い（文化センター） 

平成  ８年  ２月  防火水槽 ２基新設 

６月  小型動力ポンプ積載車 １台購入 消防団へ配置 

７月  防火管理者講習会 

８月  救急車１台 日本消防協会より寄贈を受ける。 

９月  署内分隊対抗駅伝大会 

１２月  小型動力ポンプ積載車（全自動） １台購入 消防団へ配置 

平成  ９年  １月  消防大学校予防科 １名入校 

３月  消防団緊急伝達システム運用開始 

  防火水槽 １基新設 

  消防長 小西謙持  退職  

４月  消防長 濱田晴夫 就任 

７月  防火管理者講習会 

  九州地区消防救助技術指導会 １名出場（佐世保市） 

９月  平戸市総合防災訓練（川内町港湾埋立地） 

１０月  署内分隊対抗駅伝大会 

１２月  防火水槽 ３基新設 

平成１０年  ３月  救助工作車 １台購入（本署） 

４月  消防職員 ２名採用 

  消防司令補 ３名 消防士長 ４名 昇任 

１１月  小型動力ポンプ積載車 ３台購入 消防団へ配置 

平成１１年  １月  消防大学校幹部科 1 名入校 

  救急車 １台購入（本署） 

３月  防火水槽 ３基新設 

  消防長 濱田晴夫 退職  

４月 消防長 前田初次 就任 

  消防司令長 １名 消防司令 ２名 昇任 

  消防団員定数６７０名を６４０名に条例改正 

７月 消防司令 ４名 昇任 

１０月  九州地区消防救助技術指導会 ３名出場（福岡市） 

１２月  救急救命士養成所 １名派遣（北九州市） 

平成１２年  ２月  水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型） 購入 

  防火水槽 ３基新設  

３月 消防署長 山口和夫 退職 

４月  消防署長 大石嗣男 就任 

  消防司令長 １名 司令補 ３名 士長 ４名 昇任 
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年  月 事            項 

平成１２年 ４月 消防職員 ３名採用 

 救急救命士養成所 １名派遣（北九州市） 

 小型動力ポンプ付積載車 １台購入  消防団へ配置 

５月 消防団員定数６４０名を６２５名に条例改正 

１０月 平戸市総合防災訓練（旧根獅子小学校跡地） 

平成１３年 １月 救急救命士養成所 １名派遣（北九州市） 

２月 高規格救急車 １台購入（本署） 

４月 小型動力ポンプ積載車  ２台購入  消防団へ配置 

 防火水槽 ３基新設 （岩の上町、大久保町、高越町） 

 消防司令補 ２名 昇任 

５月 消防団員定数６２５名を６００名に条例改正 

６月 指令車 １台購入（消防本部） 

７月 消防大学校火災調査科 １名入校 

 防火管理者講習会 

 救急処置用訓練室増設 事務所改修 

１０月 九州地区消防救助技術指導会 ３名出場（沖縄市） 

平成１４年 ２月 平戸市消防本部創立３０周年式典（平戸文化センター） 

３月 小型動力ポンプ付積載車 ２台購入  消防団へ配置 

 消防団拠点施設新築（紐差） 

 消防格納庫 １棟新築移転（高越） 

 消防格納庫 １棟新築（早福） 

 消防団緊急伝達システム増設（１２ヶ所） 

 防火水槽 ３基新設 

 消防長 前田初次 退職 

４月 消防長 松本聖二 就任 

 副士長 １名 昇任 

 救急救命士養成所 １名派遣（北九州市） 

７月 消防大学校上級幹部科 １名入校 

 平戸市総合防災訓練（大志々伎町垣留地区埋立地） 

 防火管理者講習会 

 査察車 １台購入 

１０月 事務連絡車 １台購入 

平成１５年 １月 防火水槽 ３基新設 

２月 水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型） 購入 

 小型動力ポンプ ２台購入  消防団へ配置 

３月 小型動力ポンプ積載車 ２台購入  消防団へ配置 

４月 消防本部の機構改革 ３係を３課５係とする。 

 消防職員 １名採用 

 消防司令補 ４名 消防士長 ４名 昇任 

 救急救命士養成所 １名派遣（北九州市） 

９月 耐震性貯水槽 ３基新設(下中野町、大久保町、獅子町) 

１０月 副士長 １名 昇任 

１１月 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ｉ型）購入 

平成１６年 ２月 小型動力ポンプ付積載車 ３台購入 消防団へ配置 

３月 小型動力ポンプ積載車 １台購入 消防団へ配置 

 耐震性貯水槽 １基新設（前津吉町） 

 消防署長 大石嗣男 退職 

４月 消防署長 前田繁 就任 
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年  月 事            項 

平成１６年 ４月 消防司令長 １名 消防司令 ３名 消防司令補 ６名 

 消防士長 ４名 消防副士長 ２名 昇任 

 消防職員 １名採用 

６月 平戸市総合防災訓練(川内町港湾埋立地) 

7 月 九州地区消防救助技術指導会 4 名出場（国分市） 

９月 水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型） 購入 

 小型動力ポンプ積載車 １台購入 消防団へ配置 

１０月 救急救命士養成所 １名派遣（北九州市） 

１０月 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ｉ型）１台購入 消防団へ配置 

 耐震性貯水槽 ３基新設（水垂町、古江町、飯良町） 

平成１７年 ３月 耐震性貯水槽 １基新設（大川原町） 

 小型動力ポンプ付積載車 １台購入 消防団へ配置 

 消防長 松本聖二 退職 

４月 消防長 松尾茂廣 就任 

 消防司令長 １名 昇任 

 消防職員 １名採用 

7 月 九州地区消防救助技術指導会 ４名出場（長崎市） 

 全国消防救助技術大会 ３名出場（さいたま市） 

９月 小型動力ポンプ積載車 １台購入 消防団へ配置 

１０月 新平戸市誕生 1 市 2 町 1村合併(旧平戸市、生月町、田平町、大島村) 

 平戸市消防団 定数１，０７９名 ３４ヶ分団 

 田平町消防事務委託(松浦地区消防本部) 

 救急救命士養成所 １名派遣（北九州市） 

 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ｉ型） １台購入 消防団へ配置 

 耐震性貯水槽 ３基新設（度島町、宝亀町、深川町） 

平成１８年 ２月 耐震性貯水槽 １基新設（生月町舘浦） 

３月 耐震性貯水槽 １基新設（大川原町） 

 小型動力ポンプ付積載車 ２台購入 消防団へ配置 

 署長 前田繁 退職 

４月 次長兼署長 谷田美幸 就任 

 消防司令長 １名 消防司令 １名 消防司令補 １名 

 消防副士長 １名 昇任 

 消防職員 ９名採用 

８月 全国消防救助技術大会 ３名出場（札幌市） 

１０月 署長 高本健治 就任 

 消防司令補 ２名 消防副士長 １名 昇任 

 耐震性貯水槽 ４基新設（大久保町、大川原町、根獅子町、生月町山田免） 

１２月 消防格納庫 １棟新築（春日） 

 小型動力ポンプ ３台購入 消防団へ配置 

平成１９年 ３月 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ｉ型） １台購入 消防団へ配置 

 小型動力ポンプ付積載車 ３台購入 消防団へ配置 

４月 松浦地区消防組合消防本部から田平出張所が平戸市消防本部へ移管 

 （移行者８名） 

 警防課に救急救助係を新設し、３課６係とする。 

 消防職員 ７名採用 

５月 高規格救急車 １台購入（中津良） 

８月 全国消防救助技術大会 ２名出場（東京都） 

９月 消防職員 ２名採用 
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年  月 事            項 

平成１９年 ９月 はしご付消防自動車 １台購入（本署） 

１０月 平戸市消防署大島出張所開所 

 水槽付消防ポンプ自動車ＣＤ－Ｉ型１台、救急車（２Ｂ）１台（大島） 

 女性消防団員１２名入団（本部付） 

 第１８回全国女性消防操法大会（平戸市女性消防隊７名出場） 

１１月 高規格救急車 １台購入（生月） 

 耐震性貯水槽 ４基新設（明の川内町、朶の原町、草積町、田平町野田） 

１２月 消火栓新設 ５基（田平町下里３基、釜田、日の浦） 

平成２０年 ２月 小型動力ポンプ ２台購入 消防団へ配置 

３月 小型動力ポンプ付積載車 ３台購入 消防団へ配置 

 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ｉ型 １台購入 消防団へ配置 

 消防格納庫 １棟新築（薄香） 

 署長 高本健治 退職 

４月 署長 神田篤政 就任 

 消防司令 １名 消防士長 ３名 消防副士長 ４名 昇任 

 消防職員 １名採用 

６月 平戸市総合防災訓練（中部市民運動場） 

９月 消防職員 ３名採用 

 耐震性貯水槽 ４基新設（鏡川町、大川原町、敷佐町、大島町前平） 

１０月 消火栓 １基新設（田平地区山内免） 

１２月 小型動力ポンプ ３台購入 消防団へ配置 

平成２１年 １月 消火栓 １基新設（職人町） 

２月 小型動力ポンプ付積載車 ３台購入 消防団へ配置 

３月 高規格救急車 １台購入（田平） 

 広報車 １台購入（消防本部） 

 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ｉ型 １台購入 消防団へ配置 

 消防格納庫 １棟新築（宮の浦） 

４月 消防司令 １名 昇任 

 消防職員 ３名採用 

 平戸市消防団 分団統合により３０ヶ分団 

８月 全国消防救助技術大会 ３名出場（横浜市） 

９月 消防職員 ３名採用 

 耐震性貯水槽 ４基新設(川内町、高越町、早福町、生月町南免) 

１０月 消防司令 １名 昇任 

 消火栓 ２基新設（度島町中部、田平町山内免） 

平成２２年 １月 小型動力ポンプ １台購入 消防団へ配置 

３月 消火栓 ２基新設（度島町本村、田平町下亀免） 

 小型動力ポンプ付積載車 １台購入 消防団へ配置 

 小型動力ポンプ積載車 1 台購入 消防団へ配置 

４月 長崎県防災航空隊へ 1名派遣 

 消防司令 ２名 消防司令補 ４名 消防士長 ３名 

 消防副士長 ４名 昇任 

  消防職員 ３名採用 

６月  平戸市総合防災訓練（田平町釜田港） 

８月  全国消防救助技術大会 ５名出場（京都府） 

９月  消防職員２名採用 

 救急救命士養成所 １名派遣（北九州市） 

１２月  消火栓２基新設（赤松町） 
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年  月 事            項 

平成２２年１２月 耐震性貯水槽 ４基新設（根獅子町、獅子町、鏡川町、田平町小崎免） 

平成２３年 ２月 消火栓２基新設（堤町小島、猪渡谷町） 

３月 小型動力ポンプ付積載車 ２台購入 消防団へ配置 

 高規格救急車 １台購入（消防本部） 

 消防格納庫 １棟新築（田平町小崎） 

  東日本大震災発生 Ｍ９・０（３月１１日） 

３月１４日 緊急消防援助隊 派遣（消火部隊、後方支援部隊 ２隊５名） 

  ・活動場所：長崎県隊として久慈市白前･半崎地区、九戸郡野田村を捜索 

  ・活動期間：派遣期間１１日間うち４日間 

４月 消防司令１名、消防司令補５名、消防士長３名、消防副士長６名 昇任 

 消防職員 １名採用 

９月 消防職員 ２名採用 

 救急救命士養成所 １名派遣（北九州市） 

 耐震性貯水槽 １基新設（主師町） 

１０月 消防大学校幹部科 １名入校 

 耐震性貯水槽 １基新設（木場町） 

 消火栓１基新設（生月町） 

平成２４年 ３月 消火栓１基新設（田平町） 

 小型動力ポンプ付積載車２台 消防団へ配置 

 消防格納庫 １棟新築（１分団３部） 

 消防長 松尾茂廣 退職 

 署 長 神田篤政 退職 

４月 消防長 中村幸一 就任 

 署 長 川村茂実 就任 

 消防司令１名、消防司令補３名、消防士長３名、消防副士長６名 昇任 

 消防職員 ３名採用 

９月 消防職員 ７名採用 

 ひらど消防フェスタ２０１２開催 

 耐震性貯水槽 １基新設（辻町） 

１０月 耐震性貯水槽 １基新設（下中野町） 

 消防格納庫・詰所 新築（野子） 

１２月 消火栓１基新設（野子町） 

 消火栓１基新設（田平町） 

平成２５年 ３月 小型動力ポンプ付積載車１台 消防団へ配置 

 小型動力ポンプ付積載車１台 消防団へ配置 

 小型動力ポンプ付積載車１台 消防団へ配置 

 消防格納庫・詰所 改築（獅子） 

 耐震性貯水槽 １基新設（生月町） 

４月 消防司令４名、消防司令補４名、消防士長６名、消防副士長６名 昇任 

 救急救命士養成所 １名派遣（東京都） 

８月 全国消防救助技術大会 ３名出場（広島市） 

１０月 消防大学校警防科 １名入校 

 耐震性貯水槽 ３基新設（古江町、木ヶ津町、田平町） 

平成２６年 ２月 耐震性貯水槽 １基新設（岩の上町） 

３月 小型動力ポンプ付積載車１台 消防団へ配置  

 小型動力ポンプ積載車１台 消防団へ配置 

 小型動力ポンプ付軽積載車１台 消防団へ配置 

 小型動力ポンプ 1基  消防団へ配置 
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平成２６年 ３月 高規格救急車 １台購入（消防本部） 

 署長 川村茂実 退職 

４月 署長 川口智和 就任 

 長崎県防災航空隊へ１名派遣 

 消防司令１名、消防司令補５名、消防士長３名、消防副士長７名 昇任 

 消防格納庫・詰所 新築（大志々伎） 

９月 耐震性貯水槽 ２基新設（山中町、木場町） 

１１月 ひらど消防フェスタ２０１４開催 

１２月 耐震性貯水槽 １基新設（大志々伎町） 

平成２７年 ２月 救助工作車 １台購入（消防本部） 

３月 消防ポンプ自動車１台  消防団へ配置 

 小型動力ポンプ積載車２台 消防団へ配置 

 小型動力ポンプ付軽積載車１台 消防団へ配置 

 消防本部・消防署新庁舎及び訓練塔完成 

  高機能消防通信指令システム運用開始（離島型 NEC） 

 消防・救急デジタル無線運用開始 

 （白岳・緑ヶ岡・慈眼岳・早福中継局開設） 

 救急業務総合支援システム（ATAS）運用開始 

 消防長 中村幸一 退職 

４月 消防長 松山敏雄 就任 

 消防司令長１名、消防司令２名 昇任 

 消防職員 ２名採用 

 市長部局から２名の出向（消防吏員・消防職員） 

  警防課に通信指令係を新設し、３課７係とする。 

 機能別消防団員 16 名入団 

５月 消防格納庫・詰所 新築（木ヶ津） 

８月  梯子車オーバーホール点検実施 

１０月 通信指令係を専従化とする。（６名） 

１１月 耐震性貯水槽 １基新設（宝亀町） 

 耐震性貯水槽 １基新設（岩の上町） 

１２月 事務連絡車 １台購入（消防本部） 

平成２８年 ２月 耐震性貯水槽 １基新設（古江町） 

 耐震性貯水槽 １基新設（早福町） 

３月 消防格納庫新築（大島村大根坂） 

 消防格納庫廃止（大島村板の浦） 

 消防ポンプ自動車１台  消防団へ配置 

 小型動力ポンプ付積載車２台 消防団へ配置 

 小型動力ポンプ付軽積載車１台 消防団へ配置 

 アナログ無線中継局解体撤去（上床・屏風） 

４月 署長 本山繁治 就任 

 消防士長２名、消防副士長９名 昇任 

 消防職員 ２名採用 

４月１４日 平成 28 年熊本地震発生 前震・震度７（４月 14 日） 

 平成 28 年熊本地震発生 本震・震度７（４月 16 日） 

 平成 28 年熊本地震  平戸市・震度４（４月 16 日） 

 緊急消防援助隊 派遣（消火小隊、後方支援小隊 延べ８隊 20 名） 



16 

年  月 事            項 

 ・活動場所：長崎県大隊として熊本市・益城町・南阿蘇村を捜索 

 ・派遣期間：第 1次派遣隊（４月 14 日から４月 17 日） 

       第２次派遣隊（４月 17 日から４月 20 日） 

       第３次派遣隊（４月 20 日から４月 23 日） 

      第４次派遣隊（４月 23 日から４月 25 日） 

平成２８年 ７月 消防格納庫・詰所 新築（根獅子） 

８月 消防大学校予防科 １名入校 

 全国消防救助技術大会 ３名出場（松山市） 

 耐震性貯水槽 １基新設（主師町） 

９月 耐震性貯水槽 １基新設（山中町） 

１０月 ひらど消防フェスタ２０１６開催 

 耐震性貯水槽 １基新設（水垂町） 

平成２９年 ２月 小型動力ポンプ付軽積載車１台 消防団へ配置（日本損害保険協会寄贈） 

３月 消防大学校新任教官科 １名入校 

 消防ポンプ自動車１台  消防団へ配置 

 小型動力ポンプ付積載車２台 消防団へ配置 

 消防長 松山敏雄 退職 

 消防格納庫・詰所 新築（幸の浦） 

４月 消防長 川口智和 就任 

 署 長 篠田修一 就任 

 消防司令長１名、消防司令補２名、消防士長４名、消防副士長４名 昇任 

 長崎県消防学校へ教官１名派遣 

 市長部局から１名の出向（消防吏員） 

６月 消防大学校火災調査科 １名入校 

７月 平成２９年九州北部豪雨発生（７月５日） 

７月６日 緊急消防援助隊 派遣（消火小隊、後方支援小隊 延べ 14 隊 35 名） 

 ・活動場所：長崎県大隊として福岡県東峰村、朝倉市を捜索 

 ・派遣期間：第１次派遣隊（７月６日から７月８日） 

       第２次派遣隊（７月８日から７月 11 日） 

       第３次派遣隊（７月 11 日から 7 月 14 日） 

       第４次派遣隊（７月 14 日から７月 17 日） 

       第５次派遣隊（７月 17 日から７月 20 日） 

       第６次派遣隊（７月 20 日から７月 23 日） 

       第７次派遣隊（７月 23 日から７月 25 日） 

９月 耐震性貯水槽 ２基新設（大久保町・主師町） 

１２月 水槽付消防ポンプ自動車 (キャフス付 )１台 緊援隊補助金にて購入  

（中津良出張所） 

平成３０年 ３月  小型動力ポンプ付軽積載車１台 消防団へ配置 

  小型動力ポンプ付積載車１台 消防団へ配置 

  消防格納庫・詰所 新築（上中津良） 

４月 消防司令補２名、消防士長５名、消防副士長３名 昇任 

  消防職員 ２名採用 

８月 救急救命士養成所 １名派遣（北九州市） 

９月 耐震性貯水槽 ２基新設（獅子町・田平町） 

１０月 耐震性貯水槽 １基新設（大石脇町） 

１２月 消火栓 ２基新設（岩の上町） 
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年  月 事            項 

平成３１年 １月 消防大学校上級幹部科 １名入校 

 広報車(消防団防災学習・災害活動車両)１台 消防本部へ配置 

 （公益財団法人 日本消防協会寄贈） 

２月 高規格救急車 １台購入（中津良） 

３月 消防格納庫・詰所 新築（生月町壱部浦） 

 小型動力ポンプ付積載車２台 消防団へ配置 

 救助資機材搭載型小型動力ポンプ付積載車(無償貸付)1 台 消防団へ配置 

 消火栓 １基新設（鏡川町） 

４月 消防司令補３名、消防士長４名、消防副士長２名 昇任 

 消防職員 ２名採用 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



副
 
団
 
長

副
 
団
 
長

副
 
団
 
長

副
 
団
 
長

副
 
団
 
長

消

防

団

係

副
 
団
 
長

通
信
指
令
係

地
区
団
長

    消　　　　　防　　　　　機　　　　　構
平成31年4月1日現在

市  　 長

団 　  長 消 防 長

消防団 消防本部消防署

警
防
課

第
二
分
隊

第
一
分
隊

第
二
分
隊

大島地区 田平地区

地
区
団
長

地
区
団
長

地
区
団
長

生月地区 平戸地区

地
区
団
長

次
　
長

副
署
長

地
区
団
長

署
　
長

警
 
防
 
係

中
津
良
出
張
所

総
務
課

第
一
分
隊

第
二
分
隊

庶
 
務
 
係

第
一
分
隊

危

険

物

係

予
 
防
 
係

本
署
第
一
係

予
防
課

救
急
救
助
係

救
急
分
隊

救
急
分
隊

救
急
分
隊

救
急
分
隊

四
ケ
分
団

五
ケ
分
団

三
ケ
分
団

六
ケ
分
団

五
ケ
分
団

七
ケ
分
団

救
急
分
隊

本
署
第
二
係

大
島
出
張
所

田
平
出
張
所

生
月
出
張
所

救
急
分
隊

第
二
分
隊

第
一
分
隊

救
急
分
隊

救
急
分
隊

救
急
分
隊

救
急
分
隊

第
二
分
隊

第
一
分
隊

救
急
分
隊

救
急
分
隊

第
二
分
隊

第
一
分
隊

1
8



  19 

 

本部・署・出張所の所在地 
 消防庁舎                                        平成31年4月1日現在 

区  分 所   在   地 建設年月 構  造 
面  積 

建築面積 延べ面積 

消防本部・消防署 
長崎県平戸市岩の上町733番地1 
 〒 859-5121   ℡ 0950-22-3167 
E-mail shobo@city.hirado.lg.jp 

平成27年３月 
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 

(4階建) 917.34㎡ 2019.40㎡ 

中津良出張所 
長崎県平戸市下中津良町540番地2 
 〒 859-5504   ℡ 0950-27-1126 
E-mail n_shobo@city.hirado.lg.jp 

昭和59年９月 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 
(平屋建) 221.40㎡ 221.40㎡ 

生 月 出 張 所 
長崎県平戸市生月町山田免2503番地4 
 〒 859-5704   ℡ 0950-53-2580 
E-mail i_shobo@city.hirado.lg.jp 

昭和50年４月 鉄骨造 
(2階建) 121.00㎡ 181.50㎡ 

田 平 出 張 所 
長崎県平戸市田平町里免239番地1 
 〒 859-4807   ℡ 0950-57-0440 
E-mail t_shobo@city.hirado.lg.jp 

昭和49年３月 
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 

(平屋建) 143.25㎡ 143.25㎡ 

大 島 出 張 所 
長崎県平戸市大島村前平1838番地1 
 〒 859-5802   ℡ 0950-55-2040 
E-mail o_shobo@city.hirado.lg.jp 

平成19年10月 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 
(2階建) 248.08㎡ 301.63㎡ 

 
 
 
 
 
 

現    有    消    防    力 
                                                                      平成31年4月1日現在  

消          防          署 

 基  準 現    有 

署 所 １署４所 １署４所 

職 員     ７８名(定数)  ７８名 

水槽付消防ポンプ自動車   ４台   ４台 

消 防 ポ ン プ 自 動 車   ２台   ２台 

はしご付消防自動車   １台   １台 

救 助 工 作 車   １台   １台 

救 急 車   ６台 
  ６台 

（うち高規格救急自動車５台） 

指 令 車   １台   １台 

広 報 車    １台 

査 察 車    １台 

事 務 連 絡 車    １台 

小 型 動 力 ポ ン プ    ２台 

 ※消防学校教官へ１名派遣 



梯子車 高規格救急自動車

車両一覧

水槽付消防ポンプ自動車 水槽付消防ポンプ自動車(キャフス付)

消防ポンプ自動車 救助工作車
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査察車 事務連絡車

指令車 広報車

 21
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歴 代 消 防 長 
代 別 氏        名 在      職      期      間 備        考 

初 代 橋 口   善 治 自昭和46年４月１日 至昭和47年３月31日  

２ 代 下 川      勇 自昭和47年４月１日 至昭和50年５月31日  

３ 代 酒 井   勝 一 自昭和50年６月１日 至昭和51年10月６日 事務取扱（市助役） 

４ 代 三 輪  宇三郎 自昭和51年10月８日 至昭和55年３月31日  

５ 代 西 山   忠 義 自昭和55年４月１日 至昭和59年３月31日  

６ 代 岩 崎   久 幸 自昭和59年４月１日 至昭和60年10月31日 事務取扱（市助役） 

７ 代 山 西   琢 磨 自昭和60年11月１日 至昭和63年３月31日  

８ 代 阿 部   善 次 自昭和63年４月１日 至平成４年３月31日  

９ 代 鴨 川  健次郎 自平成４年４月１日 至平成７年３月31日  

10  代 小 西   謙 持 自平成７年４月１日 至平成９年３月31日  

11  代 濵 田   晴 夫 自平成９年４月１日 至平成11年３月31日  

12  代 前 田   初 次 自平成11年４月１日 至平成14年３月31日  

13  代 松 本   聖 二 自平成14年４月１日 至平成17年３月31日  

14  代 松 尾  茂 廣 自平成17年４月１日 至平成24年３月31日  

15 代 中 村  幸 一 自平成24年４月１日 至平成27年３月31日  

16 代 松 山   敏 雄 自平成27年４月１日 至平成29年３月31日  

17 代 川 口   智 和 自平成29年４月１日  

歴 代 消 防 署 長 
代 別 氏        名 在      職      期      間 備        考 

初 代 橋 口   善 治 自昭和46年４月１日 至昭和47年３月31日  

２ 代 下 川      勇 自昭和47年４月１日 至昭和50年６月１日  

３ 代 三 輪  宇三郎 自昭和50年６月３日 至昭和55年３月31日  

４ 代 西 山   忠 義 自昭和55年４月１日 至昭和59年３月31日  

５ 代 山 西   琢 磨 自昭和59年４月１日 至昭和63年３月31日  

６ 代 阿 部   善 次 自昭和63年４月１日 至平成４年３月31日  

７ 代 鴨 川  健次郎 自平成４年４月１日 至平成７年３月31日  

８ 代 山 口   和 夫 自平成７年４月１日 至平成12年３月31日  

９ 代 大 石   嗣 男 自平成12年４月１日 至平成16年３月31日  

10 代 前 田   繁 自平成16年４月１日 至平成18年３月31日  

11 代 谷 田  美 幸 自平成18年４月１日 至平成18年９月30日  

12 代 高 本  健 治 自平成18年10月１日 至平成20年３月31日  

13 代 神 田   篤 政 自平成20年４月１日 至平成24年３月31日  

14 代 川 村  茂 実 自平成24年４月１日 至平成26年３月31日  

15 代 川 口  智 和 自平成26年４月１日 至平成28年３月31日  

16 代 本 山  繁 治 自平成28年４月１日 至平成29年３月31日  

17 代 篠 田   修 一 自平成29年４月１日  

 


